
　　　暦の計算

一年代記を読むために1一

はじめに

　ロシアの年代記を読むと、インデイクトの何年とか、何月何目何曜日というような記事

に遭遇する。年代記はさまざまな編集過程を経ているから、これらの日付が、この記事の

おかれている年のものであるかどうかを確かめることが、時として必要となる。あるいは

また、受難週の木曜日と言うように月目が明示されていない場合も、しばしば見受けられ

る。これが何月何目に当たるかを知るためには、毎年変わる復活祭の日付を知らなければ

ならない。多くのいわゆる移動祭目が、復活祭を基準にして定められているからである。

　これらをいちいち確かめることによって、年代記の記事についてそれまではっきりしな

かった、様々なことが判って来る。従ってこれらを確定するのは、年代記を読む場合、あ

るいは広く中世を研究する際の、きわめて重要な基礎的な作業になる。しかしこのような

知見を得るためには、どうしてもある程度暦についての知識が必要になる。この小論はこ

のような知識を得ることを、目的としている。

ユリウス暦

§1　ローマのユリウス・カエサルは、1年が12箇月、1箇月はすべて30日で、年末に

は5目又は6日を加えるという、エジプトの暦の存在を知り、その整然とした体系にいた

く感激してローマの暦法の改革を行なったといわれる。BC46年のことである。彼は1月

Januariusを31目、2月Februar沁sを29臼、3月Martiusを31日、4月Aprilisを30

目、5月Maiusを31日、6月Juniusを30日、7月Quintilisを31日、8月Sextihsを

30日、9月Septemberを31日、10月Ocもoberを30目、11月Novemberを31日、12月

Decemberを30日とした。

　この改革によって1年は365目になった。しかし1太陽年は実際には365．242199日で

あったから、ほぼ4年問に1目の狂いを生じることになる。この為4年に1度閏目を加え

て1年を366日とする必要があった。カエサルの改革以前の暦はヌマ暦といい、BC750年

に制定したと伝えられるローマ建国の英雄ロムルスの暦を、BC710年にヌマ王Numaが

改訂したものであって、1年が355目からなっており、1年おきに22日または23目からな

る閏月Mercedonius2が挿入されることになっていた。ローマには古くからローマの国境

　1『古代ロシア研究』第17号　1989年　149－174頁。

　2MercedoniusはまたMercedinusとも呼ばれた。語源的にはmerces，一edis「サラリーま十do　r与え
る」であって、C，T・Lewis＆l　C。Shortの・4L罐η、醜cホ∫oηG7g（Oxford，1975）にはMercedon玉usの項

に“or　Mercedinus，Mερxηδ6”q，Mεpxεδしvoくmensis，an　interca1趾y　month　of220r23day8，inserted
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を守る守護神Terminusに捧げられた祭りTerminaliaがあり、国民的祝目として2月23

日に祝われてレ）た。閏月はこの2月23日の後に挿入される習わしであった。カエサルは暦

法の改革の際に、閨目をこの■efminaliaの挿入される2月23目の後に挿入し、同じ名、

即ち2，月23日とした。即ち2月23目は閏年には2度数えられるのである。この為この目

はbisextusと呼ぱれ、また閏年はannus　bisexti互isと呼ばれるようになった。2月23目

がローマではantediemsex加mKalendasMaτtias即ち3月1目の6目前（3月1目を含

んで）と呼ばれていたからである。

　何れにせよ、これによってカエサルの改革したユリウス暦の1年（1ユリウス年）は、平

均して365。25目（ニ（365×3＋366）／4）となった。

§2　カエサルがこの改革を実行したBC46年は、ヌマ暦によれば23目からなる閏月が入

ることになっていたが、彼は春分を3月25日にするために更に2箇月の閏月、計67目をこ

れに加えた。ヌマ暦による1年は既に述べたように355日であったから、この年は455目

（355＋23＋67）になった。暦学でいう「乱年」㎝nus　confusionisがこれである。

　カエサルがこの改革に付随して行なった小さな手直しの一つは、第5月、即ちQuintilis

が自分の誕生月であるという理由によって、これに自分の名をつけてJuliusとしたことで

あり、他の一つは年の初めを、それまでの3月から1月に変えたことである。ローマでは

3月が古くから年の初めであったが、それにもかかわらず、新たに選ばれた執政官consu1

及びローマ州領provinciaの総督proconsulたちは1月1日から仕事につく習わしになっ

ていた。1月が年の初めとされたのはこのような政治上の理由によるものであった。この

ことによって本来は第7月を意味するSeptember、第8月、第9月、第10月を意味する

October、November、Decemberがそれぞれ2箇月づつずれて9月、10月、11月、12月

を意味するようになった。

§3　カエサルはBC44年3月15日に暗殺されるが、彼の死後、祭司たちはなぜか4年毎

の閨目を3年毎に挿入した。この誤りを訂正したのがカエサルの後継者で、初代のローマ

皇帝になったアウグストゥス・オクタヴィアヌスであった。彼もカエサルに倣って自己の

名を後世に残すために、SextilisをAugustusと改名した。しかしこの月は30日しかな

かったので、彼には権威にかかわるように思えたらしい。そこで彼は2月から1日を取っ

て28目とし、これを8月に加えて31日とした。しかしこうすれば7月、8月、9月が続け

て31目になってしまう。このためオクタヴィアヌスは、9月から1目を減じて30目とし、

10月にこれを加えて31目とした。更に11月からも1目を12月に移した。このようにして

現行の暦の体系が完成したのである。

every　twQ　yea■s　in　the　calendar　of　Numa。”とあり、さらにmercedoniusの項には“Mercedonios（dies）

dixerunt　a　mercede　solvenda，on　which　wages　are　paidラpaydays，PauL　ex　Fest，p，124M茸ll。”とあ

る、しかしなぜこの期間のみがpay－dayであったのかは、今のところ明らかにしない。
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グレゴリオ暦

§4　　ところでユリウス年は既に述べたように平均365．25日であるから、1太陽年との間

には365．25－365．242199．．．＝0．0078．．．によって、およそ0．0078日の差が生じる。こ

の差は400年でおよそ3．12目に達する（0，0078×400）。このため400年経過すれば、太

陽はおよそ3日、暦よりも早く赤道上に戻って来ることになる。これを調整するために

は、400年の間に3回、閏日を省くことが必要になる。

　ローマ教皇グレゴリオ13世（1502。1585）は置閏法を改正し、400年間に3目を省くよう

にした。その手続きを要約すれば次のようになる。

　西暦年が4で割り切れる年は、閏年とする。ただし100で割り切れ、かつその商を更に

4で割ったとき割り切れない年は、上述の規定にかかわらず、平年とする。

　これがグレゴリオ暦と呼ばれているものであって、我々が現在用いている暦である。こ

れによれば1グレゴリオ年の平均の長さは、次の式によって365．2425目となり、1太陽年

との差は僅かに0．00030目に過ぎなくなる。

（365×303＋366×97）／400＝365。2425

365．2425－365．242199、．．　　　　＝　　0．000301．．．

　これは1万年で3日の狂いを生じるに過ぎないことを意味するから、実用には殆ど差し

支えのない精度であるということができる。

§5　グレゴリオ13世の暦法の改革は、既に述べたように1582年に行なわれた。ニケア

の第1回公会議（AD325）は、すべてのキリスト教徒が、定められた斎戒日を持つユリウ

ス暦のみを用いるように義務づけ、また春の始まりは春分の日である3月21目としたが、

この時はそれから既におよそ1257年が経過していた。一方1ユリウス年と1太陽年との差

は、既に述べたように、およそ0．0078目であったから、この間にその差はおよそ10日に

なろうとしていた。即ち、

　　　　　　　　　　　　　0．0078×1257＿ニ9．80＿

　言い替えれば、春分はユリウス暦では約10日後戻りして、3月11日になっていたのであ

る。これを元に戻し、春分を3月21目にするためには、10目を省かなければならない。

　グレゴリオ13世は、改暦教書において1582年10月4日の翌目をグレゴリオ暦の1582

年10月15日とすることを定め、この問題を解決した。今日の天文学などで使用されてい

る、ユリウス暦とグレゴリオ暦の切り替えの時点もこれによっている。

　一方、曜目（いわゆる目曜文字Domin圭戯letter）はそのままグレゴリオ暦に引き継がれ

たから、グレゴリオ暦1582年10月15日はユリウス暦1582年10月4目（木曜目〉の次の目

として、金曜目になった。これは些細なことのように見えるが、後に述べるように、いわ

ゆるユリウス目から直ちに特定の日の曜日を算定できるという、大きな効用を持っている。
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グレゴリオ暦の伝播

§6　グレゴリオ13世の改革に直ちに応じたのは、言うまでもなくイタリアの大部分で

あった。ローマ・カトリックを奉じるスペイン、ポルトガル、ポーランド等は改革と同時

に、またフランスは少し遅れて同年12月10目をグレゴリオ暦12月20目とすることによっ

て、グレゴリオ暦に移行した。オランダは同年の12月22日を翌1583年の1月1目とした。

ハンガリーは1587年、英国ば1752年3、ドイツは1776年、またスイスは1811年にそれぞ

れグレゴリオ暦に移行した。目本は天保暦明治5年（1872）12月3目をグレゴリオ暦明治6

年1月1目とした。

　ロシアはギリシャ正教であったためにグレゴリオ暦に移行するのが遅く、実にソヴェト革

命後の1918年に至ってようやく改暦が行なわれた。この時点ではおよそ13目のずれがで

きていたので4、1918年1月31日（水曜日）の翌目をグレゴリオ暦の2月14日（木曜目）とし

た。従って革命1周年の10月25目も、グレゴリオ暦の11月7目に祝われることになった。

　このようにロシアにおいてユリウス暦が比較的近年まで使用されていたために、ユリウ

ス暦はしばしばロシア暦、ないしは露暦と呼ばれる。

　グレゴリオ暦への改暦にもかかわらず、ロシアでは教会関係は今に至るもユリウス暦を

使用し、復活祭などもこれによっている。従って改暦ゐ時期にかかわらず、ユリウス暦に

よって暦を計算することが、必要になることが多い。

グレゴリオ暦とユリウス暦との関係

§7　　グレゴリオ暦とユリウス暦とのずれの生じる原因は、ユリウス暦が規則正しく4年

に1度閏年をおくのに対して、既に述べたようにグレゴリオ暦では100で割り切れるがそ

の商が4で整除できない年は、4の倍数であるにもかかわらず、平年とするところにある。

例えば1900年は、19を4で整除できないために、グレゴリオ暦では平年となるが、ユリウ

ス暦では1900が4で整除できるために、閏年として扱われる。従ってこの年の3月以降、

両者の問には1目の差が生じることになる。

　いま改暦の行なわれた1582年10月4目以前にもグレゴリオ暦が存在したと仮定して、

この仮想のグレゴリオ暦とユリウス暦との関係を考えてみる。既に見たように、改暦の時

点においてはグレゴリオ暦とユリウス暦との差は10日であったから、1400年には両者の

差は9日となり、1300年には更に8目となる。このように逆算して行けば、200年3月か

ら300年2月までは差がゼロになり、両者の日付が一致する。更に遡れば逆にグレゴリオ

暦の方がユリウス暦よりも日付が若くなり、例えぱ0年（即ち紀元前1年）3月から100年2

月までは一2目の差が生じることになる。

　いま整数部分を刀VTとして表わせば、上述したことから¢年における両者の差は次の

　3グレゴリオ暦とユリウス暦の差がこの時11日になっていたので、1752年9月2目の次の目をグレゴリオ暦

9，月14目とした。

　4即ち、（1918－325）×0．0078…嵩12．425…
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式のδによって示される。即ち、

α　ニ　1！VT（∬／100）

ゐ＝2一α＋刀VT（α／4）

例えば1988年はこの式から、α二刀vT（1988／100）監19，6＝2－19＋4＝一13とな

る5。従ってグレゴリオ暦から13日を減じたものが、この年のユリウス暦の日付になる。

年の始まり

§8　既に述べたように、ローマにおいては初めは年は3月から始まっていたが、政治的

には1月が年の初めであった。しかし民衆の問では3月を年の始めとする習慣は、長く残っ

ていたらしい。

　ロシアにおいては988年のヴラヂーミル公のルシの洗礼とともに、ビザンツからユリウ

ス暦を受け入れたといわれる。ビザンツでは9月から年が始まっていたので、ロシアでも

公式には9月1目が新年となった。しかし民衆の間では以前から3月が年の始めであった

から、9月暦はあくまで公式のものに留まっていたらしい。ヤ・イ・シュールによれば、9

月暦に移行するのが最も早かったのはロシアの北東部で、14世紀のことであり6、これが

一般に普及するのは1492年からであるという7。

　1699年、ピョートル大帝（1672－1725）は慣習にしたがって新年を9月1日に迎えたが、

12月20目に突如布令を発して1700年の新年を1月1日とすることにし、また年をそれま

で用いられてきた、天地創造から数える開閥紀元（西暦年＋5508）でなく、キリストの誕生

から数える西暦を使用することを命じた。これによってユリウス暦ながら年の始めは1月

1目になったのである。

ユリウス（通）日

§9　ユリウス目という名はユリウス暦と混同し易く、紛らわしいが、両者は全く別の

ものである。ユリウス日とは、紀元前4713年の1月1目をゼロ日としてその日から何日

が経過したかを示すものであって、フランスの歴史家ジョセフ・スカリジェJ．Scaliger

（1540－1609）が考案したものである。彼の父は奇しくもユリウス・カエサルと同じ名を持

ち、フランス語でジュール・セザールといったが、スカリジェはこの父の名を記念してこ

れをユリウス目と名付けたのである。

　彼がこれを考案したのは、グレゴリオ暦による計算が大変に面倒であることから、そ

の欠陥を是正しようとしたことによるといわれる。これによれぱ、例えば太平洋戦争の

始まった1941年12月8日（月曜日）のユリウス目は2430337日、戦争の終わった1945年

5参考文献7，p．18．

6参考文献2，p。234．

7同書p．238．
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8月15日（水曜目）は2431683日となる。ここから直ちにこの戦争が1346日続いたこと

が判明する。

　スカリジェがなぜ紀元前4713年の1月1日を基準に選んだか、という問題がここに生じ

るが、それを明らかにするためには、それに先だっていくつかの概念を明確にしておかな

ければならない。

太陽周期

§10　その第一は太陽周期circulus　sohsと呼ばれているものである。キリスト教の祭目

の中で最も重要なものは復活祭であるが、これは日曜日に行なわれることになっていた。

従ってこの目付を定めるために、暦目の七曜を知ることは、きわめて重要であった。

　ところで1年は平年で365目、閏年で366日であるから、平年で52週と1目、閏年で52

週と2日である。従ってある年の1月1日が日曜日であるとすれば、その年が平年であれば

翌年の1月1日は曜目が一っずれて月曜日となり、閏年であれば二つずれて火曜日になる。

いまユリウス暦の閏年の次の年で、かつ1月1目が日曜目となる年を基準に取れば、その

翌年の1月1日は月曜日、その次の年は火曜目、更にその次の年は水曜目になる。しかし

その次の年は閏年に当たるので、曜目は二つずれて金曜目となる。

　Fのようにして行けば、28年（4×8＝28）で1月1日の曜日はまた日曜目に戻る。この

周期が太陽周期と呼ばれるものである。太陽周期の第一年は紀元前9年であるとされるが、

能田忠亮氏によればこれはディオニシウスの創始にかかるものだという8。教会ではこれら

の曜日を表わすのに7個のアルファベットA，B，C，D，E，F，GあるいはA、B、r、刀、

∈）、3、Sを用い、すべての目にこれを対応させた。ロシアでは3月1日にrをあて、順

次B、A、3、S、∂、五の順に文字を割り振って行くのである。従ってどの文字が日曜目

に当たるかは年毎に異なるが、所与の年に日曜目に対応する文字を日曜文字（Domin1cal

letter，Bpy鵬πeTHHe6yKBH）と称した。ある年にある文字が目曜文字であるとすればそ

の年においてはその文字に対応する目はすべて目曜日になる。

メトン周期

§11　曜日とならんで復活祭の日取りの決定に重要だったのは、月齢であった。詳しくは

復活祭の項で述べるが、これが春分の後の、最初の満月の後に来る日曜日とされていたか

らである。

　月の盈虚による、いわゆる太陰暦の起源は古く、太陽暦に先立つものと考えられてい

る。1朔望月はおよそ29．5305882目であるが、この小数部は2箇月でおよそ1日になる。

従って29日からなる月と、30日からなる月を交互に置く、というのは、最も原始的な近

似の仕方であったと考えられる。1年を12箇月とすれば、この方法では1年は354日にな

8参考文献1，p，43。
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り（29×6＋30x6）、1太陽年よりおよそ11目少なくなる。このずれは3年でおよそ1箇

月になるから、季節とのずれが甚だしく、ある年に1月が冬であっても、18年後には7月

が冬になってしまう。これを避けるためには、閏月を挿入することが必要となる。

　その一つはギリシャにおいて行なわれた8年法oktaeterisと称されるものであって、8年

に3回閏月を挿入する。これには2種類あり、一つはエウクソドスEuxodos（BC400－347）

のパピルスに見られるもので、29日からなる閏月を2回、30日からなる閏月を1回、第3

年、第6年及び第8年に置くものである。もう一つはゲミヌスGeminus（caBC50）の著

作に見られるもので、30目からなる閏月を3回挿入するものである9。

　前者の場合には、

　　　　　　　　8×（30＋29）×6＋2茎29＋30＝2920＝8×365

となり、1年は365目となる。後者の場合には、

　　　　　　　　8×（30＋29）×6＋3×30ニ2922＝8×365．25

となり、1年は365．25日となる。既に述べたように、1太陽年はおよそ365．2922目であ

るから、後者の方が明らかに近似として精度が高く、1ユリウス年に等しい。

§12　更に高い精度を持つ近似は、紀元前433年にギリシャのメトンMetopが発見した

と伝えられる、19年7閏の法である。これによれば19年は30日からなる大の月125回、

29目からなる小の月110回からなるという。そうすれば19年は235箇月を含み、その日数

は6940目となる。即ち、

　　　　　　　　　　　　　125×30十29×110ニ6940

これをメトン周期という。

　1朔望月は実際には29．5305882日であるから、これが235箇月あるとすれば、両者を

乗じて6939。6882を得る。一方19太陽年は19×365．2422＝6939。6018目であるから、

両者の差は0．0864日になる。従って1日の差が生じる為には、19：0．0864二劣：1から

偲＝19／0。0864＝219．9、即ちおよそ220年を必要とする。かなり高い精度と言うべきで

あろう。

　これによって19年を経過すれば、月の盈虚と暦目が、再び同じになることになる。従っ

て所与の年における月の盈虚の周期はこの基準年からの偏位によって測定することを得る。

即ち西暦年を19で除した剰余が、この偏位になる。これを黄金数という。メトン周期は1

月1日が新月である年を基準にするが、これに当たるのは西暦1年の前年、即ち西暦0年

（紀元前1年）であるという。従って例えば劣を西暦年とすれば、黄金数gは¢＋1を19

で除した剰余になる。即ち、

　　　　　　　　　　　　　　　9ニの＋1（mod19）

　これをコンピューターの表記にしたがって％で表わせば、

9参考文献5，p．58．
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9＝（の＋1）％19

となる。

インディクト

§13　この外にギリシャ語でインディクティオンindiktion、ロシア語でインディクトと

呼ばれる、15年から成る周期がある。これは本来徴税のための周期であるといわれ、ビザ

ンツの皇帝コンスタンティノス1世（ca274－337）の制定したものであって、基準となるの

は9月暦の313年であるといわれる。これが第1年になるのである。従っていまのを西暦

年とすれば、（の一312）％15＝（¢＋3）％15となる。

ユリウス日の基準年

§14　このような太陽周期、メトン周期、インディクトのすべてが同一になる周期は、当

然の事ながら28×19×15＝7980年となり、この周期を以てこれら三つの因子が全く同

じものとして回帰することになる。

　いま太陽周期の年を5、黄金数をg、インディクトの年を¢とすれば、これらはそれぞ

れ次の式によって表わされる。即ち、

　　　　　　　　　　　　　　　5＝（∬＋9）％28

　　　　　　　　　　　　　　9＝（の＋1）％19

　　　　　　　　　　　　　　σニ（の＋3）％15

いまの年にこれらがすべて1に等しいとすれば、

　　　　　　　　　　　　　　　（∬＋9）％28雷1

　　　　　　　　　　　　　　　（の＋1）％19＝1

　　　　　　　　　　　　　　　（の＋3）％15＝1

これらの式を連立させてのを求めると、これは不定方程式になるから当然多くの解を持

つ。例えば∬＝3268，の：＝一4712，のニー12692などがこれである。明らかなようにこれ

らの解相互の間の差は7980である。

　これらの解の内、・¢＝3268，¢＝一12692等は、歴史的にみて余り意味がない。そこで

忽冨一4712をとる。即ち紀元前4713年である10。この年に上述した太陽周期、メトン周

期及びインディクトが何れも第1年となる訳である。

　以上が、ユリウス目の基準として紀元前4713年を選ぶ理由である。

§15　いま述べたように紀元前4713年は太陽周期とメトン周期、インディクトが何れも一

致する年であるから、所与の年がこれらの周期の何年に当たるかは、これから直ちに知る

　10参考文献1，p．45以下にこの解法の例が示されている。いまこれを元にこれを解いてみれば、論文末尾に
掲げるようになる。
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ことができる。太陽周期の年5は、所与の年をのとして、

5ニ（の＋4713）％28

　臨（∬＋9）％28

同様にして月の周期の年（黄金数）g及びインディクト乞は、

9＝（灘＋4713）％19

　ニ（の＋1）％19

歪＝（の＋4713）％15

　ニ（∬＋3）％15

　これが前節で述べた、5、g、乞の式と一致していることは明らかである。

　原初年代記の6615年、即ち西暦1107年の項に、「第1インディクト、月の周期の4年

で太陽の周期の8年。」という記事が見える11。上の式によってこれらを計算すれば、

インディクトは（1107＋3）％15雛0、月の周期は（1107＋1）％19＝6、太陽の周期は

（1107＋9）％28ニ24となる。インディクトは9月暦によるから、1107年の9月まではイ

ンディクトの0年、即ち第15年であり、9月以降がインディクトの第1年となる。年代記

の記事は当時3月暦で書かれていると考えられるから、インディクトが第1年であるとす

れば、この記事は1107年の9月以降、翌108年の3月までに書かれたということになる。

月の周期と太陽の周期は、何れも正しくない。

　序に言えば原初年代記にはインディクトは西暦でそれぞれ852年、912年、971年、1074

年、1091年、1093年、1096年、1107年、1116年の計9回記述されているが、インディク

トが9月から始まることを無視すれば、1年ずれている1074年を除いて概ね正確である。

ユリウス日の計算

§16　これまで述べてきたように、ユリウス日はBC4713年の1月1日を基準に取り、こ

れをユリウス日（JD）0日とする。この算出方法にはさまざまなものが提案されているが、

何れもかなり複雑である。その中で比較的単純なものとして、さきに述べたベルギーの

Meeusのものがある。以下これについて述ぺる12。

　いまy年M月1）目のユリウス目ゴを求めるとする。ここで刀VTはある数の整数部分、

．FRAOは小数部分のみを取ることを示す。

zニjDハ4＞2ならば　偲＝y，ッ＝ハ4ハf≦2ならば　の＝y－1，

9ニハ4十12

1582年10月15日以降、即ちグレゴリオ暦ならば、

11参考文献8，p。304．シャフマトフはこれに関連してこの記事はシリヴェストルが誤って6616（11Q8）年の
項から6615（1107）年に移したものであるとしている。参考文献12，p。xxvii．

12参考文献7，pp．18－19．
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　　　α＝1NT（z／loo）

　　　b＝2一α＋脚丁（α／4）

ユリウス暦ならば、

わ＝0

γ＞0ならば

　　　cニINT（36525の）

y〈0ならば

　　　c＝脚丁（365．25レ0、75）

　　　ゴ＝1720994・5＋1NT｛30，6001（Ψ＋1）｝＋わ＋c＋之

またユリウス日から年月日を求めるには、次のようにする。

ブをユリウス目とすれば、

　　　α＝ゴ＋0．5

　　　b＝刀VT（α）

　　　　　c累F兄4σ（α）

　　　　　α≧2299161即ち1582年10月15日以降であれば、

　　　　　4＝1NT｛（卜186721625）／36524．25｝

　　　εニわ十1十d一刀VT（d／4）

α＜2299161ならば

　　　e＝b

　　　∫ニe十1524

　　　9＝1NT｛（∫一122．1）／365．25｝

　　　ん＝1NT（365259）

　　　¢ニ11VT｛（∫一ん）／30、6001｝

　　　z＝∫一ん一11VT｛（30．6001葱）＋c｝

乞＜13．5なら亭ま

　　　野二乞一1

信＞13．5なら1ま

ツ＝乞一13
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穿〉2．5ならば

∬ニg－4716

鎧≦2．5ならば

zニg－4715

即ちの年g月之日である。

曜日の算定

§17　既に述べたように、曜日はユリウス暦、グレゴリオ暦にかかわらず連続しているか

ら、基準となる目のユリウス日と曜目が判っていれば、所与の目の曜目は基準日からの目

数から容易に算定できる。

　例えば1988年1月3目は目曜目であった。これを利用してこの目の曜目を計算しよう。

この日のユリウス目を求めると、2447164JDである。いま求める目のユリウス日がzで

あったとすれば、¢一2447164を7で除して割り切れるならば、その目は日曜日の筈であ

る。もし余りが1であれば月曜目、2であれば火曜日ということになる。従ってこの余り

を七曜数とし、ωであらわせば、次の式を得る。

切二（諮一2447164）％7

　　ニ（¢一6）％7

　　ニ（の＋1）％7

　例えばBC4713年1月1日のユリウス日は、既に述べたように0であるから、ωニ1、

即ち月曜日となる。

§18　原初年代記の6604（1096）年の項に、「オレグは5月3目、土曜日にチェルニゴフか

ら逃げだした」13という記事が見える。この日のユリウス目は121495JDであるから、上

式によってこの日の七曜数は、

ω＝（2121495＋1）％7

　　富　6

従ってこの日は土曜目となり、記録の正しいことが立証される。

　一方原初年代記の同じ6604（1096）年の項に、「7月19目に異民族が打ちまかされ、彼ら

の公トゥゴルカン、彼の息子、その他の公が殺され」たこと、及びスヴャトポルクがトゥ

ゴルカンをキエフに運んで「ベレストヴォに通じる道と修道院に通じる別の（道）との間に

13参考文献8，p．250。
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埋葬した」こと、並びにこれが「同じ月の20目の金曜目の昼の［一刻］」であったことが、

記されている14。1096年7月20日のユリウス日は2121573JDであるから、七曜数は

　　　　　　　　　　　　　ω＝（2121573＋1）％7

　　　　　　　　　　　　　　　＝　0

従ってこの日は日曜目でなくてはならない。木下晴世氏は前年の1095年7月20日ならば

金曜日になるから、この記事は1095年のものであるとする15。同氏によれば、ノヴゴロド

第一年代記古輯（宗務院本）では目付と曜目の併記された例が1016年から1234年までに23

例あるが、1例を除いて総て正確であるとし、これに対してラヴレンチー写本原初年代記

の記事はこの点に関して正確さが劣り、複雑な編纂過程の存在を窺わせる、という。

月齢の算定

§19、ユリウス目はまた月齢の算定にも用いられる。月齢は月の位相を表わす数で、月齢

0は朔（新月）に対応し、周期は既に述べたように、平均朔望月29，530589日である。従っ

て月齢15が満月と言うことになる。現実の朔望月は±6時間余平均朔望月から変動するの

で、土0．5目までの誤差はやむを得ないという。それに加えて復活祭の計算に用いられる

月齢は、何処を基準にするか定められていない。例えば極端な場合、日付変更線の東側と

西側とでは、同じ満月の日付が1日異なることになる。これは常識的な線で考えるより外

はない。

　堀源一郎編「天文計算セミナー」16に日本標準時による月齢の計算があるので、これを

参考にして月齢を求めることにする。これによれば1981年1月6目6時24分JSTが朔（月

齢0）であることから、この時点のユリウス目を求めると、2444610．8JDとなる。ここで

小数部分が加えられているのは、時刻を表わすためである。

　ところでゴ＝2444610．8；29・530589×82783－19・9。従ってゴ＋19・9は平均朔望月

29．530589で整除される。しかしこの19．9という値は19．9から20．9までの間を変動し、

平均値は20．33となるという。従って一応ユリウス日にこの20．33を加えたものを平均朔

望月の周期で除したものの整数部分をとり、これに平均朔望月の周期を乗じたものが、最

も近い朔の日付となる。即ちいま平均朔望月をmとし、pを整数、ゴを所与のユリウス目

とし、πを最も近い朔の日のユリウス目とすれば、

　　　　　　　　　　　　　　π　＝卿一20．3

　　　　　　　　　　　　　　卿二η＋20，3

pは整数であるから、

　　　　　　　　　　　　Pニ11VT｛（π＋203）／m｝

14同書p．252，

15参考文献9．

16参考文献6，pp．178－179，
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ゴーη＜mであるから、これは次のようにも書ける。即ち、

　　　　　　　　　　　　　Pニ1NT｛（ゴ＋20、3）／m｝

従って最も近い朔の目のユリウス日は、

　　　　　　　　即一203＝吼×1NT｛（ゴ＋20。3）／m｝一20．3

これをゴから引けば、朔から何目目か、即ち月齢が求められる。即ち、

　　　　　月齢　二ゴー（mp－20，3）

　　　　　　　　＝ゴ＋20．3－mp

　　　　　　　　＝ゴ＋20。3－m×1〈「T｛（ゴ＋20、3）／m｝

　　　　　　　　ニゴ＋20。3－29，530589×1NT｛（ゴ＋203）／29、530589｝

§20　原初年代記の6599（1091）年の項に」この年に太陽にしるしがあった。太陽があた

かも消えようとし、月のようにほんの少ししか残らなかった。5月21目の昼の二刻のこ

とであった。」17という記事がある。1091年5月21目のユリウス日は2119686JDである。

従ってこれから月齢を計算すれば、

　　月齢二2119686＋20・3－29・530589×11〉T｛（2119686－20・3）／29・530589｝

　　　　　＝　0

即ち朔である。目蝕は周知のように朔の時にしか生じないから、少なくともこの目に目蝕

が生じた可能性はあるといえる18。

　またノヴゴロド第一年代記古輯には6639（1131）年の項に、「太陽にしるしがあった。3月

30目、夕べの祈りの時であった。」という記事がある。これも同様にしてゴ＝2134244JD

として計算すれば、この目は朔となる。従ってここで言う「太陽のしるし」も、目蝕の可

能性がある。

復活祭の日付の算定

§21　復活祭は、既に述べたように、ニケアの公会議においてその算定法が定められた。

その内容はおよそ次のように要約される19。

　1．復活祭は3月19目以降の3月の満月の後の日曜日とする。

　2．もし3月の満月が3月19日以前であれば、復活祭は次の満月の後の、最初の目曜日

　　とする。

　17参考文献8，p．235．

18参考文献13に見えるソフトによれば、当時この地方に実際に月食があったことが示される。

19参考文献10，Hacxa∬Hπの項。これはCaBHq教授の定式であるとして引用されている。
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　3．1）、2）の満月が金曜、土曜、目曜の何れかであれば、復活祭はその次の日曜日と

　　なる。

この規則にしたがって行なわれる復活祭の日時の算定については、高名なガウスの公式が

ある20。

　いま偲を所与の年とすれば、ユリウス暦では、

　　　　　　　　　　　　α　羅　¢％19

　　　　　　　　　　　　わ　＝　∬％4

　　　　　　　　　　　　0　＝　認％7

　　　　　　　　　　　　d＝（19α＋15）％30

　　　　　　　　　　　　e　　ニ　　（2b十4c十6d→一6）％7

ここから復活祭は3月の22＋d＋e日となる。

またκニ4＋ε＋1とすれぱ、

断肉目M」｛COHyCTは』 平年1月κ＋24目、 閏年ん＋25目、

大斎期（四旬節）BeπHKH藪∬OCT

最初の月曜目、即ち・｛HCTU量

OHeπeπbHHKは

平年2月κ＋1日、 閏年κ＋2目、’

主の昇天祭Bo3HeceHKe　rocHo－

Eeは
4月κ＋29日、

五旬節（三位一体祭）TpO瓢HH

eHbは
5月ん十9目、

ペテロの精進期3arOBeHHe∬eT－

OBa　HOCTaは
5月κ＋16日から 43一ん目続く。

§22　ガウスのグレゴリオ暦による復活祭の計算は、次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　α　＝　偲％19

　　　　　　　　　　　　　　δ　＝　の％4

　　　　　　　　　　　　　　c　二　劣％7

　　　　　　　　　　　　　　ん　＝＝　1ハ7T（の／100）

　　　　　　　　　　　　　　Pニ（13＋8充）／25

20同書同項。
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4：＝；29で’カ、つ

4＝29でカ、つ

一一

一
瓢
一
一
＝

9
…
…
π
d
ε

κ／4

（15＋卜P－9）％30

（4＋κ一9）％7

（19α＋m）％30

（2わ＋4c＋6d＋η）％7

α＜10ならば復活祭は4月19目。

α〉10ならば復活祭は4月18日。

ん　ニ

！　＝

♂　ニ

ε’　＝

α／11

（4＋ん）／29

4一∫
（2わ＋4c＋64’＋η）％7

この時復活祭は

3月　22十d’十e’　日。

§23　ところで原初年代記の6601（1093）年g項に、「復活祭後の第一日曜目の4月24日

に、スヴャトポルクがキエフにやって来た」21という記事が見える。1093年の復活祭は、ユ

リウス暦で計算すれば、次のようになる。

α
7
0
C
4
ε

1093％19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

1093％4　　　　　　　　　　ニ

1093％7　　　　　　　　　　＝

（19×10＋15）％30　　　　＝

（砂×1十4×1十6×25十6）％7　ニ

10，

1
，

1
，

257

162％7　篇　1

従って復活祭は3月の22＋25＋1＝48日、即ち4月の17臼ということになる。復活祭

は目曜日であるから、4月の24目は（24－17）％7＝0で日曜日であり、従ってこの記事

は正しい。

　また原初年代記の6582（1074）年の項に、ペチェルスキー修道院の院長フェオドシーにっ

いて、「復活祭後の第2土曜目の昼の二刻に、彼は神の御手に魂を委ねた。5月3目、イン

ディクトの11年であった」22という記事がある。

21参考文献8，p．240．

22同書p，211，



430　ことばの構造とことばの論理1論文篇

1074年のインディクトは、

唇諾（1074＋3）％15

　＝　9

従ってこのインディクトは正しくない。この年の復活祭を計算すると、

α
6
C
d
ε

＝　　1074％19　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝

ニ　　1074％4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

＝　　1074％7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝

ニ（19x10＋15）％30　　　　ニ
＝　 （2×2十4×3十6×25十6）％7　＝＝＝

10，

2
，

3
，

25，

172％7　ニ　4

従って復活祭は3月の22＋25＋4＝51日、即ち4月20目となる。従って4月19目が土

曜日、これに14を加えれば4月33目、即ち5月3目となる。従って曜日についてはこの記

事は正確であるということができる。

コンピューター・ソースプログラム

§24　以上述べてきた計算法に基づいて各種の計算を行なうわけであるが、既にみたよう

に、この種の計算はなかなか面倒である。この為筆者はこれらの計算を行なうためにコン

ピューター・プログラムを作成し、復活祭にちなんでパスハと名付けた。専門家からみれ

ば幼稚で無駄の多いプログラムであるかも知れないが、実用には役立っている。従って内

心憧泥たるものがあるが、敢えてこれを公開しようと思う。但しプログラムそのものでは

なく、主要な部分をC言語の関数の形で示すことにする。ユーザーはこれを元に容易にプ

ログラムを作成することができるであろう。

インディクト、太陽周期、月の周期の関数

§25　まず西暦年∬を与えてインディクトを得る関数indict（∬）は次の形に書ける。イン

ディクトは、既に述べたように、9月から始まるから、この戻り値は9月までのインディク

トである。

1
2
3
4
5
6
7

琶η伽ホ（T）

　伽オの1

｛

　伽オα；

α＝（の＋3）％151

2∫（αニニ0）

　α竃15；
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87伽7π（α）1

9｝

同様にして西暦年3gから黄金数を求める関数をaur（劣）とすれば、

1α蝋z）

2　　伽オ覇

3｛

4　　乞財α1

5α＝（z＋1）％191

6琶∫（α一〇）

7　　αニ19；

8γe加7η（α）；

9｝

西暦年のから太陽の周期の年を得る関数をsol（∬）とすれば・全く同様にして、

1
2
3
4
5
6
7
8
9

50」（¢）

　伽オZl

｛

　伽孟α1

αニ（砂＋9）％28；

乞∫（αニニ0）

　αニ281
rε加7η（α）1

｝

ユリウス暦の復活祭を求める関数

§26　ユリウス年のを与えて復活祭の日を決定するために、二つの関数pascham（の）と

paschad（偲）をっくる。前者は復活祭の属する月を戻り値とし、後者は目を戻り値とする。

これは関数が戻り値を一つしか持たないためである。そのために先ず関数pasday（の）を

つくる。これはユリウス年¢を与えて、復活祭が3月0目から何日目に来るかを戻り値と

して得るものである。

1Pα54αッ（欝）

2　　伽むZl

3｛



432　ことばの構造とことばの論理1論文篇

　　4¢ηfα，b，6，（オ，ε，∫；

　　5α＝劣％191

　　6　b篇」P％41

　　7　e＝の％71

　　8d＝（19×α＋15）％301

　　9e＝（2×わ＋4×c＋6×d＋6）％71

　　10∫竃22＋4＋el
　　11　7ε加γη（∫）；

　　12｝

これを用いてpaschad（¢）をつくる。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

Pαεcんαd（伍）

伽オの1

｛

伽むα1

α＝Pα5dαΨ（∬）1

2∫（α〉31）

　α冨α一311

re加7η（α）1

｝

同様にしてpascham（の）は、

1　ρα5cんαm（¢）

2　　伽オZl

3｛

4　　伽オα，61

5α＝Pα84αッ（の）1

6　bニ31

7乞∫（α＞31）

8　　6＝ゐ十11

9rε加7η（b）1

10｝
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ユリウス日をユリウス暦から得る関数

§27　ユリウス暦の年彩月z日を与えてユリウス目を得る関数をjulj（¢，〃，β）とすれば・

次のようになる。関数はlong型である。

1　　io％9ゴ錫‘ゴ（の，ツ，z）

2　謡∬，〃，Zl

3｛

4ioη9α，わ，c，‘」；

5¢∫（〃＜＝2）

6　｛
7　　の：＝劣一11

8　穿＝9＋121

9　｝
10　乞∫（¢＞0）

11　　　αニ36525×¢1

12　eJεε

13　　　　αニ365。25×¢一〇．751

14わ＝30。6001×（9－1）1

15　　c＝1720995十α十δ十Zl

16　　7ε孟u7π（c）1

17｝

グレゴリオ暦からユリウス日を得る関数

§28　年月目をグレゴリオ暦で与えてユリウス日を求める関数julg（の，穿，多）は、次のよう

になる。

1♂oπ9弼g（の，轡，z）

2ぎπオ∬，〃，β；

3｛

4」㎝9α，b，c，4，e；

5α＝∬／1001

6b＝α／41

7c＝2一α＋δ1
8　d二知」ゴ（偲，〃，β）1

9　ε＝c十41

10γe施7π（e）；

11｝



434 ことばの構造とことばの論理隔文篇

ユリウス日からユリウス暦年月日を得る関数

§29　逆にユリウス日ゴを与えて年月日を得る関数を考えてみる。いまユリウス暦の年、

月・及び日を得る関数を・それぞれjuliy（ゴ）・juhm（ブ）・julid（ゴ）とすれぱ・

1　知あ肌（ゴ）

2　」㎝9ゴ1

3｛

4　　　∫oηg　d，6，∫，91

5　傭の，轡；

6d＝＝ゴ十1524；

7e＝（d－122．1）／365。251

8　　∫＝365．25×e；

99＝（d一∫）／30。60011

10¢∫（9＜13．5）

11　　紗＝：g－11

12　ε」5ε

13　　9＝＝9－131

14γθ加7π（9）；

15｝

1　ゴuJ勾（ゴ）

2　　9㎝9ゴ1

3｛

4　　　Joηg　d，θ；

5　伽勧，紗1

6　　4＝ゴ十15241

7ε＝（4－122．1）／365．251

8　写＝知」伽（ブ）1．

9乞∫（9〉2．5）

10　　　の＝＝ε一4716；

11　ε9se

12　　　¢＝＝e－47151

137ε施7η（の）1

14｝
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1　ゴu麗d（ゴ）

2　」㎝9ゴ1

3｛

4　　　♂0ηg　d，ε，∫，9，ん；

5　　伽孟β1

64ニゴ＋15241
7ε＝（d－122ユ）／365．251

8　　∫＝365．25×ε；

99ニ（4一ノ〉／30。60011

10　　んニ30。6001×91

11　z富4一∫一ん1

12rε加7π（z）1

13｝

ユリウス日からグレゴリオ暦の年月日を得る関数

§30　ユリウス日からグレゴリオ暦の年、月、日を得る関数をそれぞれgrey（ゴ）、grem（ゴ）、

gred（ゴ）とする。いま補助的な関数をhelp（ゴ）とし、これを次のようなものとする。

1　　9㎝9んeJp（ゴ）

2　9㎝9ゴ1

3｛

4　　　‘oη9α，b，c，d；

5αニ（ゴー1867216．25）／36524、251

6わニα／4；

7c＝ゴ＋1＋α一わ1

8　　4ニc十15241

97伽7η（4）；

10｝

そうすれば、

1
2
3
4
5
6

grε吼（ゴ）

　‘㎝9ゴ1

｛

　君㎝gd，ε，∫，9，ん吻（）；

　伽オの，91

dニんεJp（ゴ）1
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0
1
n
∠
3
4
5

7
8
9
1
1
1
1
1
1

ε驚（d－122。1）／365。251

∫＝365．25×el

∫＝（d一∫）／30。6001；

乞∫（9＜13．5）

　　μ＝9－11

乞∫（9＞＝13。5）

　　9＝9－131
γε雄吻）1

　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
n
∠
3
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1

9鞠（ゴ）

　　’㎝9ゴ1

｛

　　」㎝gd，ε，ん吻（）；

　　伽オ¢，〃1

4ニん吻（ゴ）l

e＝（d－122．1）／365．251

ツ＝97e肌（ゴ）1

乞∫（ッ＞2．5）

　　のニe－4716；

ε」5e

　　∬＝ε一47151

7伽7π（の）1
　
｝

1
2
3
4
5
6
7
8
9

9Tεd（ゴ）

　　∫㎝9ブ1

｛
　　～㎝94，ε，∫，9，ん，んθ9ρ（）1

　　乞窺之；

4＝んeJp（ゴ）；

ε＝（d－122。1）／36525；

∫＝365。25×e；

9＝（4一∫）／30，60011
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10　　ん＝30。6001×g；

11　β＝d一∫一ん1

12　7ε加7π（z）1

13｝

月齢を得る関数

§31　ユリウス年月日を与えて月齢の概算値を得る関数lunaj（∬，鮎z）は、次のように関

数julj（∬，紗，z）を用いで作ることができる。

1Juηαゴ（¢，忽，β）

2　¢η施，穿，Zl

3｛

4」（刀葛9α，ゴ，ゴ％9ゴ（）1

5　　伽孟わ1

6ゴニゴ吻（¢，〃，z）1

7α＝（ゴ＋20．3）／29．53058gl

8　　b＝ゴ十20，3－29．530589×α1

97ε旙π（わ）1

10｝

　グレゴリオ暦の年月目を与える関数を作るには、上述の関数中の関数julj（）をjulgo

に変えればよい。

プログラムの例

§32　以上の関数を用いれば、様々なプログラムができるであろう。例としてユリウス暦

の年月目から復活祭の日を確定するプログラム、及びユリウス暦の年月日から曜目と月齢

の概算値を得るサンプル・プログラムを示す。

／＊復活祭の目付を知るプログラム＊／

1＃加c施dε＜5観o。ん〉

2徊α蝋）

3｛

4琶ηオ∬，〃，z；

5　pγ伽孟∫（”西暦何年ですか？　例　1989￥η”）；

68cαη∫（”％♂’，＆劣）1

7〃漏Pα5cんα皿（の）；

8zニPα3cんαd（¢）；



438　ことばの構造とことばの論理1論文篇

　　　9pr伽が（”西暦％4d年の復活祭は％2d月％2d目です￥η”，灘，g，ゑ）1

　　　10｝

／＊ユリウス年月日から曜日と月齢を知るプログラム＊／

1　＃伽c伽dε＜5オ（流o．ん＞

2mα乞η（）

3｛

4　Z㎝9ゴ，ゴ面（）1

5　翻α，δ，¢，〃，Zl

6cんα7＊5オ71

7　p7伽ヴ（”ユリウス暦何年何月何目ですか？　例19881224￥π”）1

85cαη∫（”％d％4％♂’，＆偲，‘鞠，＆z）；

9ゴ＝ゴ吻（∬，〃，z）1

10α＝（ゴ＋1）％7；

11¢∫（α＝ニ0）

12　　5翻＝，，目”1

13乞∫（α＝諾1）

14　　　8オTニ”月，，1

15乞ノ（α＝＝2）

16　　3かニ”火”1

17乞∫（α＝＝3）

18　　5加二”水，’；

19¢∫（αニニ4）

20　　s伽二”木”1

21諺∫（αニニ5）

22　　5加二”金，，1

23琶∫（α＝ニ6〉

24　3加＝”土”1

25　p7乞窺∫（”ユリウス暦％44年％24月％24日は％5曜￥η”，¢，“，β，5オ7）1

26δニ1脇α漁，彩，β）1

27p7¢窺∫（”月齢の概算値は％24￥η”，δ）1

28｝

ユリウス日の元期の計算

　　　　　（の＋9）％28＝1
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　　（T十1）％19箪1

　　（の＋3）％15ニ1

いま‘、㎜、πを整数とすれば、

　　（∬＋9）一1臨28’

　　（∬十1）一1ニ19脇

　　（諮＋3）一1ニ15η

これを書き換えると

　　の＝28」一8

　　¢ニ19m

　　の；15”一2

（4）と（5）カ・ら

　　28」一197π＝8

（6）と（5）から

　　15η，一19ηz＝＝2

（7）を変形すると

これらは次のように表わされる。

　　　　　・・（1）

　　　　　・（2）

　　　　　・（3）

・（4）

・（5）

・（6）

・（7）

・（8）

　　28‘一19m十448－456＝0

　　28（」＋16）一19（m＋24）ニ0

　　19（肌＋24）／28＝」＋16　　…（9）

右辺は整数であるから左辺も整数、19と18は互いに素。従って（m＋24）／28が

整数。いまpを整数とすれば、

　　η3十24＝＝28p

　　肌二28ρ一24　　　　　…（10）
（8）を変形、

　　15η一19η葛十150－152＝＝0

　　15（η＋10）一19（m＋8）ニ0

　　19（鵬＋8）／15ニπ＋10　　…（11）

4を整数とすれば（10）と同様にして

　　7π＋8＝15α’

4＝（1－1とおけば、

　　m＝159－23　　　　　…（12）
（10）一（12）

　　28P－159＝1　　　　　…（13）
（13）を変形

　　28p－15g－196十195ニ0
　　28（P－7）一15（9－13）ニ0

　　15（9－13）／28＝P－7　　　…（14）



440　ことばの構造とことぱの論理1論文篇

　　右辺は整数で15と28は互いに素であるから、（α一13）／28は整数。

　　γを整数とすれぱ、

　　　　g－13ニ287

　　　　9ニ28γ＋13　　　　　　・一（15）
　　（12）に代入すれば、

　　　　mニ15（287＋13）一23

　　　　η勿＝4207十172

　　（5）に代入すれば、

　　　　のニ19（4207＋172）

　　　　¢＝79807十3268

　　いま7ニ0とすれば、

　　　　の＝3268

　　7ニー1とすれば、

　　　　の瓢一4712

　　7二一2とすれぱ、

　　　　劣＝一12692
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　付録　復活祭の表（ユリウス暦）

　次にニケアの公会議のあったAD325年以降、2000年までの復活祭の表を示す。類似の

表は例えばシャフマトフの「原初年代記」（文献12）の巻末に6360（852）年から6626（1118）

年まで、とびとびではあるが、158の年について復活祭の目時を掲げたものがある。但

しこれには二箇所の誤りがあるので注意せねばならない。即ちシャフマトフの表では、

6509（1001）年の復活祭が4，月18目となっているが、これは4月13目でなければならな

い。また6511（1003）年の復活祭も、3月23目となっているが、これも正しくは3月28日

である。

一以下省略一一


